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このままでは栄養凋落必至！ 

追加穂肥を必ず実施！ 
 

１ 葉色の状況（葉色：SPAD 値） 
○コシヒカリの葉色は、過去になく非常に淡い状況が続いています。 

○新之助についても、指標値よりも低い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

２ 出穂期予想と穂肥施用時期のめやす（７月 24 日現在） 

品種名 出穂期 
穂肥時期のめやす(出穂前日数) 

１回目 ２回目 ３回目 

コシヒカリ 8/2 － 7/23 (10) ７/30 (３) 

新之助 8/11 7/21～24(21～18) 7/30～8/1(12～10) 葉色で有無を判断 

 

 

３ 今後の穂肥対応 
（１）コシヒカリ 

○基肥一発施肥体系 

遅くとも出穂期３日前までに窒素成分 1.5～2 ㎏/10ａを追肥する。 

○分施（基肥＋穂肥）体系 

２回目穂肥は出穂期 10 日前に窒素成分で 1.5kg/10a を確実に施用する。 

３回目穂肥は葉色に応じて施用量を調整し、確実に実施する。 

 
（２）新之助 
    1 回当たり窒素成分 1.0kg／10a をめやすとする。 

栄養凋落が予想される場合は 1 回当たり窒素成分 1.5kg／10a までをめやすに施用量

を調整する。 

 

 

 

 

品種  ７月 24 日 ７月 17 日 ７月 10 日 

コシヒカリ 
(調査点数７) 

本年値 30.0  30.0  35.0 

指標差 －3.6 －4.8 －1.4 

新之助 
(調査点数５) 

本年値 31.4  32.1  33.8 

指標差 －2.6 －2.5 －2.2 
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気 候 変 動 を 意 識 し た コ ン パ ク ト で 丈 夫 な 稲 づ く り 

葉色が 30 を下回っているほ場は危険です。 

必ず追加穂肥しましょう！ 

～地域の用水状況に応じて飽水管理を継続しましょう！～ 


